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作品の募集について

「ゴルフバック」レザークラフト
原田　豊子さん（成羽町下原）

「ぶどう」ちぎり絵
片山　冨子さん（有漢町有漢）

「無我」書道
井上　明彦さん（備中町平川）

「福寿」竹細工
石田宏一さん（玉川町玉）

　１０月１７日午前６時、玉川町玉の高

梁川で、全長１１０�のオオサンショ

ウウオが同所の渡�光治さん（７２）

と吉村修さん（５２）所有のカニ網に

掛かかりました。胴回り５０�、体重

１.５�。渡辺さんは「４０年漁をしてい

るが、まさかこんなところにいるな

んて。とにかくびっくり」と捕獲時

の様子を話されます。このオオサン

ショウウオは、同月２０日、捕獲した

付近に放されました。

天然記念物
巨大オオサンショウウオ
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「
上
日
名
村
」の
熊
谷
川
の
上
流
の
高
原（
海
抜
三
三
〇
ｍ
）

地
域
に
は
、
明
和
三
年
の
「
前
掲
書
」
に
「 
福  
松 
新
開
田
畑

ふ
く 
ま
つ

高
一
五
石
余
り
」と
記
録
さ
れ
た
山
崎
領
の
新
開
地
だ
っ
た
、

 
福  
松 
地
区
が
あ
り
ま
す
。「
天
保
郷
帳
」
に
は
「
福
松
新
田

ふ
く 
ま
つ

一
八
石
余
」
と
記
録
が
見
ら
れ
、
そ
の
後
明
治
に
な
っ
て

「
上
日
名
村
」
に
統
合
さ
れ
て
い
ま
す
（
一
八
八
六
年
「
地

方
行
政
区
画
便
覧
」）。

　

今
で
は
、
成
羽
町
大
字
「
上
日
名
」、
大
字
「
下
日
名
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
「
上
日
名
」、「
下
日
名
」
の
総
氏
神
で
成
羽
八
幡
神

社
の
地
に
あ
っ
た
丑
寅
御
前
を
勧
請
し
た
と
い
わ
れ
る（「
前

掲
書
」）
御
前
大
明
神
（
現
御
前
宮
）
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　

宮
の
参
道
に
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
常
夜
燈
、

頭
を
角
刈
り
に
し
た
よ
う
な
愛
き
ょ
う
の
あ
る
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
銘
の
狛
犬
、
境
内
に
立
つ
安
政
一
三
年
（
一

八
〇
〇
）
の
石
燈
ろ
う
、
県
道
を
隔
て
た
と
こ
ろ
に 
御  
輿 
の

み 

こ
し

 
御  
旅  
所 
な
ど
が
残
っ
て
い
て
、
栄
え
て
い
た
時
代
の
「
日
名
」

お 

た
び 
し
ょ

の
歴
史
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
下
日
名
」

の
高
台
に
は
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
創
建
と
言
わ
れ
る
真

言
宗
実
相
坊
が
あ
り
ま
す
。

　

「
日
名
」と
い
う
地
名
は
、い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
広
島
県
、
岡
山
県
、
島
根
県
に
集
中
し
て
分
布
し
て
い

る
の
で
す
。
吉
備
高
原
や
中
国
山
地
な
ど
の
起
伏
の
多
い
地

形
の
と
こ
ろ
で
は
、
日
照
り
が
斜
面
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

昔
か
ら
農
業
生
産
に
影
響
す
る
た
め
に
山
間
で
は
、
特
に
意

識
さ
れ
、
日
名
（ 
日  
南 
・ 
日  
向 
）
と
日
陰
（ 
陰  
地 
・ 
隠  
地 
）

ひ 

な 

ひ 

な
た 

お
ん 

じ 

お
ん 

じ

の
地
名
で
表
現
さ
れ
ま
す
。

ど
ち
ら
も
地
域
の
集
落
の
立

地
条
件
を
示
す
地
名
で
、「
日

名
」
は
「
日
当
た
り
の
よ
い

場
所
（
土
地
）」「
南
向
き
斜

面
」「
日
に
向
か
う
地
」
と

い
う
意
味
で
、自
然
地
名（
気

象
地
名
）の
一
つ
な
の
で
す
。

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

十
三
、　

日　

名

　

国
道
三
一
三
号
成
羽
橋
西
詰
の
日
名
口
か
ら
県
道
倉
敷
〜

成
羽
線
に
入
る
と
吉
備
高
原
を 
侵
食 
し
て
流
れ
る
日
名
川
沿

し
ん
し
ょ
く

い
に
小
さ
な 
河  
成 
段
丘
面
が
発
達
し
、
両
側
の 
急
峻 
な
山
に

か 

せ
い 

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

 
挟 
ま
れ
た 
氾  
濫  
原 
を
中
心
に
集
落
が
発
達
し
て
い
ま
す
。　

は
さ 

は
ん 
ら
ん 
げ
ん

　

ま
た
、
日
名
川
右
岸
の
谷
壁
を
登
っ
た
高
原
上
や
日
名
川

上
流
で
合
流
す
る
熊
谷
川
沿
い
な
ど
に
も
集
落
が
点
在
し
て

い
る
地
域
が
成
羽
町
の
「 
日  
名 
」
地
区
で
あ
り
ま
す
。「
日

ひ 

な

名
」
は
、「
成
羽
八
幡
神
社
旧
記
」（「
渡
辺
家
文
書
」・「
成

羽
町
史
」）
に
、  享
禄  
二
年
（
一
五
二
九
）
の
こ
と
と
し
て

き
ょ
う
ろ
く

「
成
羽
之
庄
六
ヶ
村
末
社
定
り
之
事
」
の
中
に
『
日
名
村
に

は
当
宮
地
之 
丑
寅
御
前 
を
勧
請
有
て
丑
寅
御
前
大
明
神
を

う
し
と
ら
お
ん
ざ
き

 
安
鎮  
被
申 
け
り
』
と
あ
り
、
室
町
時
代
に
は
「
日
名
村
」
だ

あ
ん
ち
ん 
も
う
さ
れ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
後
の「
寛
永
備
中
国
絵
図
」

（
寛
永
一
五
年
＝
一
六
三
八
）
や
正
保
二
・
三
年
（
一
六
四

五
〜
四
六
）
頃
の
「
正
保
郷
帳
」
に
も
「
日
名
村
」
と
し
て

村
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
石
高
五
四
五
石
余
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
頃
に
な
る
と

（「
元
禄
郷
帳
」）「
日
名
村
」
が
「
上
日
名
村
」
と
「
下
日
名

村
」
の
二
村
に
分
け
ら
れ
て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
の
「
成
羽
山
崎
領
村
々
田
畑
高

之
覚
」（「
山
崎
家
文
書
」・「
成
羽
町
史
」）
に
よ
る
と
「
上

日
名
村
」
五
〇
三
石
余
、「
下
日
名
村
」
六
二
〇
石
余
り
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
幕
末
に
（
嘉
永
六
年
＝
一
八
五
三
）
書

か
れ
た
「
備
中
誌
」
に
は
、「
上
日
名
村
」
五
〇
八
石
余
り
、

枝
村
に
日
名
畑
、
和
名
手
を
あ
げ
、
家
数
九
六
軒
、
人
数
五

〇
〇
人
そ
し
て「
下
日
名
村
」は
五
六
三
石
余
り
、家
数
九
四

軒
、人
数
四
二
四
人
、枝
村
に 
渡
雁 
と
畑
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

わ
た
か
り

（
敬
称
略
）

短　

歌

　

初
霜
を
破
り
て
清
し
白
菊
を
手
折
る
躬
恒
の
手
先
は
寒
し

梅
野　

八
郎（
松　
　

山
）

　

吹
く
風
の
秋
め
く
今
朝
の 
狭  
庭  
辺 
に
残
り
の
花
の
色
深
め
る

さ 

に
わ 

べ

小
野
は
る
惠（
原
田
南
町
）

　

仲
秋
の
山
は
紅
葉
に
綾
錦
野
に
柿
た
わ
わ
つ
わ
ぶ
き
揺
る
る

田
中　

弘
子（
川
上
町
領
家
）

　

ふ
る
里
の
背
戸
の
富
有
柿
の
高
枝
に
柿
は
熟
れ
て
も
子
等
は
帰
ら
ず

平　
　

初
音（
高
倉
町
田
井
）

　

山
小
屋
や
ト
タ
ン
を
叩
く
ド
ン
グ
リ
の
音
も
淋
し
き
過
疎
の
夕
暮
れ

宮
本　

宮
吉（
川
上
町
七
地
）

　

晴
れ
の
国
他
県
か
ら
の
き
ら
め
き
を
力
の
か
ぎ
り
た
た
か
い
た
た
う

森 
　

道
子（
宇
治
町
宇
治
）

俳　

句

　

秋
晴
れ
に
ひ
こ
雲
見
あ
げ
夢
旅
路 

結
城　

成
子（
宇
治
町
宇
治
）

川　

柳

　

八
十
の
身
に　

女
の
み
れ
ん　

う
す
化
粧

 

藤
井
タ
ツ
子（
備
中
町
西
山
）

　

年
が
よ
り　

口
に
は
い
れ
ば　

め
が
ね
か
け

 

吉
岡　

麻
江（
鶴
寿
荘
内
）
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上日名（本村）から下日名方面を見る


